
◎くわしくは市のホームページに掲載しています

平成30年９月分

市交際費の支出状況
◆日時／11月19日㈪　15時～　◆場所／第2委員会室（自由に傍聴できます）
◆問い合わせ／教育委員会 教育振興課　☎75－8022月の定例教育委員会のお知らせ11

今
月
の
帰
宅
放
送
は
、
東
原
庠
舎
中
央
校
9
年

　津
藤

　瑞
希
さ
ん
（
北
多
久
町
）
で
す

つ
ど
う

み
ず
き

今月の論語

先
ず
其
の
言
を
行
い
、

而
し
て
後
に
之
に
従
う

ま

そ

げ
ん

し
か

の
ち

こ
れ

し
た
が

まずは実行することが第一
だ。言葉でいうことはその
後でよい。

短 歌  《麦の芽短歌会 互選》俳 句  《互選》川 柳  《多久市川柳会 互選》

問い合わせ 総務課 秘書係 
☎75ー2115

「
基
本
的
人
権
の
享
有
」

支出種別 　区分　 件数　  金額（円）

弔 慰

見舞い

御 祝

賛 助

激励金

接 遇

会 費

その他

合 計

今月分
累 計

今月分
累 計

今月分
累 計

今月分
累 計

今月分
累 計

今月分
累 計

今月分
累 計
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累 計
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累 計
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45 
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0 
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1 
22 

0 
2 

6 
111

5,000 
155,850 

0 
0 

2,000 
174,000 

0 
16,452 

0 
0 

16,354 
85,384 

10,000 
89,000 

0 
7,200 

33,354 
527,886

健 康 危 機 宣 言 市長　横尾  俊彦

No.256

き
ょ
う
ゆ
う

普段から不断に積み上げる 市長　横尾  俊彦

江
戸
か
ら
明
治
へ
〜
肥
前
た
く
幕
末
維
新
百
五
十
年
〜 

（
四
）
墓
標

　
左
上
の
写
真
は
北
多
久
町
に
あ
る
墓
地
の
一
角
で
す
。
中
央
に
一
段
高
く

見
え
る
の
は
観
世
音
菩
薩
立
像
で
、
左
手
に
蓮
華
を
持
ち
、
右
手
は
与
願
印

(

人
の
願
を
か
な
え
ま
す)

の
形
で
す
。
蓮
華
台
下
の
石
塔
に
は
「
為
先
祖
菩

提
　
念
仏
五
百
篇
　
吉
岡
氏
」
と
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
現
在
、十
七
基
の
墓
標
が
立
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
に
は
元
文
、宝
暦
、明
和
、

文
化
、
文
政
、
天
保
、
文
久
、
慶
応
、
明
治
、
大
正
、
昭
和
の
年
号
が
刻
ま
れ
、

年
号
で
判
断
で
き
る
範
囲
で
は
、
十
八
世

紀
中
頃
か
ら
二
十
世
紀
中
頃
ま
で
約
二
百

年
間
に
渡
り
、
菩
提
を
弔
い
続
け
て
き
た

こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　
写
真
後
方
四
列
目
左
隅
の
墓
標
側
面
に
、

標
題
写
真
に
示
し
た
慶
應
四
辰
年(

１
８
６

８
年)

が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。
故
人
の
没
年

か
、
建
立
年
か
は
不
明
で
す
が
、
こ
の
墓

標
が
、
幕
末
維
新
の
激
動
期
を
背
景
と
し

て
い
た
こ
と
は
確
か
で
す
。

多
久
市
郷
土
資
料
館
長

　藤
井

　伸
幸

ふ
じ
い

の
ぶ
ゆ
き

（
九
月
改
元
明
治
元
年
）

※写真や内容は所有者の了解を得ています

　

「
お
父
さ
ん
を
頑
張
っ
て
」

　

か
し
こ
か
っ
た
が
、
親
へ
の
反

抗
か
ら
心
が
荒
れ
、
夜
間
徘
徊
や

バ
イ
ク
で
の
暴
走
を
繰
り
返
し
て

い
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
処
罰
を
経
験

し
た
後
、
逃
げ
る
よ
う
に
遠
い
地

域
に
行
き
仕
事
に
就
い
た
。

　

あ
る
日
、
吉
報
が
届
い
た
。
遠

い
九
州
に
も
名
の
届
く
大
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
の
警
備
を
任
さ
れ
た

と
喜
ん
で
い
る
。
責
任
者
に
力
を

認
め
て
も
ら
い
抜
擢
さ
れ
た
。
彼

の
長
所
が
や
っ
と
花
開
い
た
。
子

ど
も
が
で
き
て
、
自
分
の
親
を
反

面
教
師
に
し
て
、
尊
敬
さ
れ
る
父

親
に
な
ろ
う
と
頑
張
っ
て
い
る
の

だ
。
頭
を
撫
で
て
褒
め
た
か
っ
た
。

　

昔
は
警
察
に
散
々
面
倒
を
か
け

て
い
た
彼
が
、
過
去
の
こ
と
を
告

白
し
、
信
頼
し
て
警
備
を
任
さ
れ

る
程
成
長
し
た
の
だ
。
感
慨
深
い
。

　

若
気
の
至
り
は
遠
い
日
に
な
っ

た
。

�

教
育
長　

田
原　

優
子

2018.11 1818

教
　
育

◆
一
番
に 

成
れ
ず
泣
く
子
に 

期
待
す
る

高
塚
ち
か
こ

◆
種
蒔ま

い
て 

実
る
畑
に 

感
謝
状

古
賀
ち
ひ
ろ

◆
勿
体
無
い 

一
人
で
乗
っ
た 

エ
レ
ベ
ー
タ
ー

井
上
　
東
子

◆
う
ま
そ
う
に 

実
っ
た
柿
は 

隣と
な

り
ん
と

田
代
ま
つ
こ

◆
停
電
が 

家
族
の
会
話 

弾
ま
せ
る西

山
　
残
月

◆
野の

仏ぼ
と
け

の 

眼ま
な
こ

や
さ
し
き 

秋
彼
岸

中
嶋
　
清
子

◆
秋
立
つ
日 

痩
せ
ゆ
く
姉
を 

見
舞
ひ
け
り

武
富
　
律
子

◆
赤
と
ん
ぼ 

あ
な
た
と
一
緒 

な
ら
ゆ
け
る

倉
成
　

二

◆
風
渡
る 

野
に
豊
か
な
る 

男お
と
こ
え
し

郎
花お

お
や
は
な

◆
露
の
世
の 

小
さ
き
町
に 

住
み
に
け
り

富
樫
　
明
美

◆
稲
の
穂
が 

頭こ
う
べ

垂
れ
初そ

む 

土
手
の
道

吾われ
も
実
り
て 

垂
れ
む
と
思
う

浦
野
　
嘉
恵

◆
面
倒
な 

ゴ
ミ
出
し
の
日
に 

君
に
会
う

見
え
な
い
糸
は 

今
結
ば
れ
る

野
﨑
　
隆
幸

◆
下げ

戸こ

な
れ
ど 

枝
豆
を
鮪あ

て
に 

ビ
ー
ル
飲
む

心
の
う
さ
が 

少
し
や
わ
ら
ぐ

梶
原
恵
美
子

◆
四よ
ん

姉
妹 

九
十
代
と 

八
十
代

呆
け
る
こ
と
な
く 

こ
の
世
を
満ま
ん

喫き
つ

福
島
那
智
子

◆
き
み
ど
り
の 

稲い
な

田だ

わ
ず
か
に 

翳か
げ

り
来
て

わ
が
家
に
在
ら
ぬ 

秋
の
夕
暮
れ

尾
形
　
節
子


